
　 は定数で、 とする。座標平面において、円 、直線１

とする。 上の点 を通り円 に接する 本の接線の接点をそれぞれ

とするとき、直線 は、点 によらず、ある定点を通ることを示し、そ

の定点の座標を求めよ。

　座標平面上において、放物線 上に異なる２点 をとり、線分 の２

中点を とし、 の座標を とする。

　 のとき、線分 の長さ を求めよ。

　 のとき、 を の式で表せ。

　 を満たしながら を動かすとき、 の最小値を求めよ。

　 を原点とする 平面において、直線 の を満たす部分を とする。３

　 上に点 をとるとき、線分 の垂直二等分線の方程式を求めよ。

　点 が 全体を動くとき、線分 の垂直二等分線が通過する範囲を求め、

　それを図示せよ。

　連立不等式 の表す領域を とする。４

　領域 を求めよ。

　点 がこの領域 を動くとき、 の最大値 と最小値 を求めよ。

　また、 を与える の点を求めよ。

　 を実数とする。点 が領域 を動くとき、 が点 で最大

　値をとるような の値を求めよ。

　右の図において、直線 は円 にそれぞれ点 で接していて、直線５

は円 にそれぞれ で接している。直線 と直線 の交点を と

する。円 の半径をそれぞれ とする。ただし、 である。中心

間の距離が で、 であるとき、 の大きさは

であり、線分 の長さは である。

　 を実数とする。直線 を 、直線 を 、６

　直線 を とおく。

　 のどの つも異なり、かつ平行にならないための、 についての条

　　件を求めよ。

　 が の条件を満たす場合に、 と の交点を 、 と の交点を 、 と

　　 の交点を とする。

　　 が三角形の 頂点となるための、 についての条件を求めよ。

　 が の条件を満たす場合、三角形 が正三角形となるような の値を

　　求めよ。

　 とする。座標平面上の 点 に対して次の問いに７

答えよ。

　 である点 の軌跡の方程式を求めよ。

　 である点 の軌跡の方程式を求めよ。

　 となる点 が存在するような の範囲を求めよ。

　 平面における つの放物線 を考える。８

　 と が異なる 点で交わり、その 交点の 座標の差が となるように実数

　　 が動くとき、 の頂点 の軌跡を図示せよ。である点 の軌跡の

　　方程式を求めよ。

　実数 が の条件を満たしながら動くとき、 と の 交点を結ぶ直線

　　が通過する範囲を求め、図示せよ。
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